
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

五
月
の
公
園
整
備
は
二
日
（
日
）
で
す
。

播
種
作
業
や
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
球
根
の
植

え
付
け
、
花
壇
造
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

○ 

五
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
五
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
三
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
八
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。（
今
月
一
名
入
会
あ
り
） 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

元気にラジオ体操！ 

 

四
月
四
日
（
日
）
か
ら
一
週
間
を
か
け
て

集
会
所
前
に
花
壇
を
造
成
し
ま
し
た
。
地
盤

が
固
い
た
め
、
手
作
業
で
の
掘
り
起
こ
し
に

は
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
自
治

会
役
員
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を
得
て
作

業
が
進
め
ら
れ
、
肥
料
を
混
ぜ
た
土
が
二
ト

ン
半
ほ
ど
入
り
、
愛
護
会
員
の
み
で
は
到
底

短
期
間
で
は
出
来
な
か
っ
た
立
派
な
花
壇

が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
リ
ー
ン
バ

ン
ク
静
岡
支
店
よ
り
特
別
に
支
給
を
い
た

だ
い
た
ダ
リ
ア
の
球
根
二
百
球
を
他
の
花

壇
と
共
に
植
え
付
け
、
疲
れ
ま
し
た
が
い
つ

も
以
上
に
楽
し
い
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 

『
忘
れ
な
草(

Ⅱ)

』 
 

 

庭
に
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
が
よ
く
咲
き
ま
し

た
。
神
明
原
公
園
で
も
見
つ
け
ま
し
た
。

フ
ク
ロ
ナ
デ
シ
コ
の
桃
色
と
混
じ
っ
て
咲

く
様
子
は
ま
さ
に
春
に
彩
り
。
フ
ク
ロ
ナ

デ
シ
コ
は
花
弁
の
後
ろ
に
タ
ネ
の
袋
を
つ

け
て
い
る
ナ
デ
シ
コ
の
仲
間
。
ど
ち
ら
も

外
来
の
草
花
で
す
。
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
は
、

勿
忘
草
と
も
書
き
、
恋
人
の
た
め
に
こ
の

花
を
採
ろ
う
と
し
て
ド
ナ
ウ
川
に
落
ち
、

「
私
を
忘
れ
な
い
で
」
と
叫
ん
で
流
れ
に

沈
ん
だ
若
者
の
叫
び
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
産
で
す
。
湿
地
を
好

む
植
物
で
す
が
、
水
を
切
ら
さ
な
け
れ
ば

よ
く
咲
い
て
く
れ
ま
す
。
一
年
草
で
、
落

ち
た
タ
ネ
は
翌
年
発
芽
し
、
空
色
の
花
が

花
壇
を
彩
っ
て
く
れ
ま
す
。
花
づ
く
り
の

人
た
ち
が
手
づ
く
り
の
い
ち
ご
大
福
を
持

っ
て
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

若手自治会員の応援を得て！ 
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春が来た！ 

芝に囲まれた新花壇が完成！ 

ワスレナグサ。4 月はじめ。 
密植しても優しい美しさ。 
桃色の花はフクロナデシコ。 

大きな石を丁寧に取り除き！ 


